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設計

妹島和世＋西沢立衛／SANAA

構造
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「スチールデザイン」の発行にあたって

当連盟では、現在活躍されている建築家・構
造家の方々を編集委員にお迎えし、スチール
の優れた性質をデザインに活かした建築物を
紹介する雑誌「スチールデザイン」を発行して
おります。
本誌は、建築設計に携わる方々や建築家を目
指す学生の方々に対し、鋼構造建築の素晴ら
しさを伝えるとともに、設計者の斬新なアイ
ディアや設計に込めた想い、技術的解説をま
とめた1冊となっております。
今号においても鋼構造建築の魅力が多くの皆
様に伝わり、鋼構造が建築設計に採用いただ
ければ誠に幸甚に存じます。
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駅と公園をつなぐゲート	
	 まず、このプロジェクトに携わる

ことになった経緯を教えていただ
けますか。

西沢●JR大阪駅の北側に位置する旧
梅田貨物駅の跡地を中心に、うめきた
地区として大規模な再開発が進められ
ています。先行して2013年にエリア
東側にグランフロント大阪（うめきた
1期）が開業しました。2期のプロジェ
クト「グラングリーン大阪」は、およ
そ約4万5,000㎡におよぶ広大な「う
めきた公園」を中心に構成するエリア

で、私たちはこの2期のマスタープラ
ンのコンペに参加し、その中の大阪駅
と直結する場所に計画された複合施設
の設計を担当することになりました。
　これまでJR大阪駅から梅田スカイ
ビルのあるエリアに向かうには、貨物
駅跡地の下を通る地下道か、南北から
遠回りするしかありませんでした。今
回その場所を「うめきた公園」を中心
とした自然豊かな場所に整備し、南北
を結ぶ歩行者デッキも計画されました。

	 どのような機能をもつ建物を設計
されたのでしょうか。

西沢●うめきた公園サウスパークの
玄関口に建ち、イベントスペースと
インフォメーションセンター、そし
てカフェの3つの機能をもつ、南北約
120mの長さの建物です。イベントス
ペースは1,500㎡ほどの全天候型の屋
根付きの半屋外広場で、公園と一体的
に使うことも想定しました。

大阪駅前の再開発プロジェクト「グラングリーン大阪」内につくられた「うめきた公園」。
その南

サウスパーク

公園内に、長さ120mの、緩やかな起伏が連続した大屋根の複合施設がつくられた。
浮かび上がりそうなほど軽やかに架かる大屋根は、フラットバーによる三角形のグリッド
シェル構造を採用。高さ13mを超える柱のない大空間を実現している。かたちを整理し
ながら解いたという大屋根について、意匠と構造の設計者に解決方法や工夫をうかがった。

 座談会 

妹島●大阪駅からうめきた公園に来た
人を迎え入れるゲートのような役割を
果たし、にぎわいをつくり出すことが
できる空間が求められていました。そ
れから、この場所を都市公園として大
きな緑の場所にするというエリア全体
のコンセプトがありましたので、公園
のデザインを担当するランドスケープ
の設計者とも一緒に、都市と自然に調
和する建物を目指しました。
　また、うめきた公園のサウスパーク
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とノースパークを結ぶ歩行者用のペデ
ストリアンデッキが敷地内を横切るこ
とが分かっていたので、それとの関係
も考えながら進めました。

	 ゆるやかな曲線の屋根が印象的で
すが、建物のかたちはどのように
考えられたのでしょうか。

妹島●いろいろ紆余曲折があって、何
度もやり直しました。
西沢●はじめは空中に浮かぶ雲のよう
なかたちの案でした。ペデストリアン
デッキがその雲の中を通ることも考え
たりしていました。
金田●飛行船を浮かべたような案もあ
りましたね。大きいボリュームを軽や
かに浮かせるためにはどうすればよい
のか、だいぶ検討しました。
後藤●その後、浮かんでいた案から地
面に着地した案に変わっていき、自由
な曲面の屋根が架かるかたちになって
いきました。
西沢●いちばん最初にイメージしてい
たのは軽やかに浮遊する屋根だったの
ですが、ブレースなどの部材を大きく
しないと成立しないことが分かり、そ

れだったら屋根を地面に落としてシン
プルに見せた方が良いのではというこ
とになりました。
後藤●宙に浮かせようとすると、スラ
ストを処理する材が出たり、ブレース
も太くなってしまいます。なので着地
させて、なるべく薄く軽やかな空間を
つくるという方向に行き着きました。
西沢●そのように案が変わっていくな

Hankyu Osaka Umeda Station

グランフロント大阪（うめきた先行開発区域）グランフロント大阪（うめきた先行開発区域）

グラングリーン大阪（うめきた2期）グラングリーン大阪（うめきた2期）

JR大阪駅JR大阪駅

ノースパーク
（北公園）
ノースパーク
（北公園）

北館北館

南館南館
サウスパーク
（南公園）
サウスパーク
（南公園）

うめきた公園サウスパーク全景。大屋根施設の前には芝生広場が広がる。ペデストリアンデッキは今後ノースパーク（写真下方向）とつながる

配置図　1/15,000

三角形グリッドシェルの
軽やかな屋根の連なり

SD_Option1：鉄骨トラス案（2019年9月）

SD_Option2：ダブルレイヤトラス案（2019年10月）

SD_Option3：グリッドボリューム案（2019年9月）

SD_Option4：飛行船案

DD_Option1：3枚トラス案（2021年1月）

DD_Option2：トラス梁案（2021年1月）

DD_Option3：グリッドシェル案（2021年3月）

DD_Option4：グリッドシェル案（2021年4月）

過去の案　� ©Arup
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かで、屋根もドームではなくてシェル
でいろいろなかたちを検討しました。

三角形でつくる	 	
シェル構造	
	 大屋根を軽やかに見せるためには、

どのような工夫があるのでしょう。
屋根の構造システムについて教え
てください。

西沢●最近私たちは意匠的に三角形に
興味を持っています。この大屋根は
シェルと言っても自由曲面で、それに
合わせて三角形を変形しながら展開し
ています。これは屋根の案が三次曲面
になった段階で、鉄骨の屋根架構は三
角形にした方が規格上の自由さがある
のではないかと考え、行き着きました。
　当初は三角でもひとつひとつ形が異
なるバラバラなものでしたが、それを
形態上の法則性から整理していきまし
た。 金田充弘氏

妹島●私たちが好きな形を描いて、そ
れを三角形に分けていくと、ものすご
く変な形の三角形が出てきてしまった
りしました。それを極力なくすように
整理しました。

	 屋根の架構について詳しく教えて
ください。

西沢●大屋根は、三角形のグリッド
シェル構造です。それをフラットバー
とカットTでつくっています。接合部
の単純化という意味で、フラットバー
にするのはすごくいいアイデアでした。
金田●まさに幾何学の進化というか、
整理に近いですね。自由な形からス
タートしていますが、解析できる、設
計できる、施工できる、これらの幾何
学的な規範があることは非常に大事な
ことです。どの設計でも、何かしらの
幾何学的な規範を見つけ出そうとする
作業は必ずしています。いろいろな案
を検討する中で、つくり方も含めて落
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断面図　1/800

梁伏図　1/800　� ©Arup

平面図　1/800

大屋根のかたちを検討したスタディ模型　最終的にゆるやかな3つの屋根がつながるこのかたちに決定

大屋根広場越しに芝生広場を見る。三角形グリッドシェル構造で柱のない大空間を実現している

としどころを見つけていくことだと
思っています。
後藤●形が整理されていなくて、接合
部がバラバラになると、どうしてもコ
ストが上がってしまいます。ある程度
のルールの中で接合部をつくり、それ
を運搬できる大きさでつくって現場に
運びました。
西沢●屋根を軽く見せる工夫として、
もうひとつ。設計する時に、基本的に
はどこまでも続いているような形をつ
くりたいと思っています。エッジもあ
る意味で断面でしかないという表現に
したいのですが、この屋根ではエッジ

会議室

カフェ

会議室
会議室

交流エリア

サブアリーナ

メインアリーナ

武道施設

交流エリア

エントランス
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西駐車場

交流エリア

交流エリア

エントランス
広場

多目的広場

シーフロントプロムナード

１階平面図  1:1800
30m
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ジオメトリーの考え方　� ©Arup

通し材に対する接合部　� ©Arup

な曲線に切り出した材（FB36〜60×
270）を使い、短辺方向の梁は直線材
（BT250×250×32×22など）で構成
しています。
西沢●だから三角形のグリッドで構成
している割には、あまり平面ではない
のですね。
林●天井は基本的に平面で張っている
ので、屋根の梁のカーブに対しては完
全には追従していません。
妹島●梁の曲率が強いところだけ、天
井を曲げています。でも本当はもっと
曲げた方がよかったのでしょうか。
金田●このあたりの案配はとても難し
いですね。全部多角形にしてジオデ
シック・ドームのようにもできます
が、全部をフリーフォームにしなくて
も、一部フリーフォームにするだけで
人間の感覚としてはだいぶ変わる気は
します。
　カーブしていることもつくりにくさ
のひとつなのですが、ねじれていると
さらに接合部がすごくつくりにくくな
ります。そこで長手方向は同一形状と
することで、ねじれのない状態にしま
した。
妹島●その代わり、短手の直線材の部
材は少し角度が振られています。この
架構も考えるのは難しかったです。や
はり端の方はどうしても歪みが出てき
てしまいます。
金田●そうですよね。もともときれい
な幾何学からスタートしていないので、
ルールや規範を設けても、どうしても
そのルールの限界が集約してくるとこ
ろがあるのです。大きく見ると1方向
だけが曲線で、それにぶつかってくる
2方向は直線でもあまり目立たないの
ですが、集約してくる部分では、その
違いが目立つところが出てきます。

梁の接合部の工夫
	 梁同士の接合部は部材がたくさん

あり複雑だったのではないでしょ
うか。

妹島●梁の接合部の納め方はかなりや
り取りをしました。

後藤●先ほど長手方向の梁の話で、同
一平面からスライスしたような形状と
言いましたが、実はこの建物のスライ
スする面を、上のジオメトリーの考え
方の図のピンクと緑と青のところで分
けています。ですから、緑のところで
は面が少しねじれています。
西沢●特に緑の部分は2つのシェルが
つながるので急激なねじれの変化があ
ります。
後藤●この鉄骨製作の図面は、一見複
雑で、ファブリケーターの方に製作を
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架構計画　� ©Arup

と267.4φの丸鋼管を使い、すべて曲
げ加工をしています。
妹島●曲げ加工のためにも鋼管にして
よかったですよね。でも鋼管に取り付
く材を受けるためのピースはひとつひ
とつばらばらでした。
金田●どれくらい合理性を追求する
かは、プロジェクトはもちろん、時代
によっても変わります。すべてバラン
スなんですよね。別に正解があるわけ
ではないので面白い部分だと思って
います。

長手方向の		 	
プレートの切り出し材を	
同一曲面の同一形状に	
	 自由曲面の架構は部材の選定や加

工がとても難しそうです。

後藤●すべての部材を自由曲面でつく
るとコストが合わなくなってしまうの
で、どこか一方向だけ自由曲面にして、
それと交差する残りの材はすべて直線
でつくる工夫をしています。
　今回は長手方向の梁は鉄板から自由

に丸鋼管を使うことでそれを解決しま
した。この工夫は意匠的にもとても大
きかったと思います。
後藤●屋根の端の外周梁には355.6φ

福原光太氏

受けてもらえない可能性もあったので、
これをつくることができることをきち
んと示すために、それぞれの面の展開
図を作成しました。すべての部材の長

鉄骨梁 詳細図　1/50
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St-BT 250×125×28×16

+耐火塗装1時間

ZAM L-60×30×2.3t
通し材 素地

ZAM L-60×30×2.3t
通し材 素地

ZAM 2.3t 通し材ZAM 2.3t 通し材

ZAM L-60×30×2.3t
L=90 素地

ZAM L-60×30×2.3t
L=90 素地

梁SG3X : 
St-PL 40×270
+耐火塗装1時間

梁SG3X : 
St-PL 40×270
+耐火塗装1時間

梁SG3Y : 
St-BT 250×250×32×22
+耐火塗装1時間

梁SG3Z : 
St-BT 250×125×28×16

+耐火塗装1時間

梁SG3Z : 
St-BT 250×125×28×16

+耐火塗装1時間

梁SG3X : 
St-PL 40×270
+耐火塗装1時間

現場溶接部
底部G仕上げ現場溶接部

底部G仕上げ
現場溶接部
底部G仕上げ

現場溶接部
底部G仕上げ

現場溶接部
底部G仕上げ
現場溶接部
底部G仕上げ

現場溶接部
底部G仕上げ

現場溶接部
底部G仕上げ
現場溶接部
底部G仕上げ

梁SG3Y : 
St-BT 250×250×32×22
+耐火塗装1時間

梁SG3X : 
St-PL 40×270
+耐火塗装1時間

工場溶接部
底部G仕上げ

工場溶接部
底部G仕上げ

工場溶接部
底部G仕上げ
工場溶接部
底部G仕上げ

工場溶接部
底部G仕上げ

天井：
アルミパンチングメタル t＝3.0
5φ×8P 60°千鳥+アルマイト仕上

天井：
アルミパンチングメタル t＝3.0
5φ×8P 60°千鳥+アルマイト仕上
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さと、それが何度の角度でどの材とぶ
つかり、どういう曲率を持っているか
を1枚の紙に表現して、この製作が難
しくないことを説明するための資料を
つくりました。今の時代、CADデー
タがあれば切り出し加工はそこまで難
しくないので。

	 梁にフラットバーとカット Tを組
み合わせるアイデアはどのように
生まれたのですか。

後藤●長手方向の梁は、曲げ加工をす
ると費用が掛かるので板材から切り出
すことにしました。そして、そこにフ
ランジを付けるとフランジの曲げ加工
が発生してしまうので、それを避けた
という経緯があります。
金田●長手のフラットバーは面に載っ
ているのですが、形は自由です。それ
にフランジをつけようとすると曲げな
くてはなりません。
後藤●フラットバーにはカットTが、
2方向付いているのですが、1方向は
突合せ溶接でフランジとウェブが取り

付いていて、もう1方向はウェブだけ
が溶接されている仕組みにしています。
そうしないとこの部分が混み合ってし
まうのです。
　また、長手材の梁せいを270mm、
T材を250mmとすることで、長手材
に取り付くT材のフランジが長手材か
らはみ出ないように、下端揃えとして
います。

	 天井はどのように取り付いている
のでしょうか。

林●天井は梁と梁の間に付いています。
母屋の面内にグラスウールが入ってい
るので、アルミパンチングメタルでそ
れを隠しました。
西沢●そもそも屋根の形自体が複雑で
すから、シェルがよくきれいに連続し
ましたよね。本当はシェルは閉じてい
た方がつくりやすいのですよね。
金田●はい（笑）。最終的に屋根を地
面に落としていただいたのでよかった
です。

福原●小さな方の柱で支えられている
屋根2つも、厳密にはシェル構造の効
果もありますよね。
後藤●一応シェル効果はあります。一
番大きな大屋根広場の屋根はアーチ構
造とシェル構造を組み合わせたような
架構になっています。
金田●開口をどこに設けるかによって
変わってきます。開口の方向には力が
流れなくなるので、残りの部分でシェ
ルかアーチかということになります。
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天井下地：
ZAM L-50×30×2.3t L=80 ZAM L-40×40×2.3t

ZAM 2.3t 通し

Z-60×30×2.3tZ-60×30×2.3t
ZAM L-60×30×2.3tZAM L-60×30×2.3t

ZAM L-60×30×2.3tZAM L-60×30×2.3t

天井下地：
Z-60×30×2.3t 通し

天井下地：
Z-60×30×2.3t 通し

Z-60×30×2.3tZ-60×30×2.3t
ZAM L-60×30×2.3tZAM L-60×30×2.3t

梁SG5Y : 
St-BT 250×250×40×22
+耐火塗装1時間

梁SG5Y : 
St-BT 250×250×40×22
+耐火塗装1時間

梁SG5X : 
St-PL 60×270
+耐火塗装1時間

梁SG5Z : 
St-BT 250×125×40×16

+耐火塗装1時間

母屋 : 
ZAM C-100×50×20×2.3
@606　曲げ加工

屋根：
カラーステンレス (SUS443J1) t=0.4  粘接着工法 横一文字葺 185×600
非加硫特殊ブチルゴム　t=1.0　両面粘着
ポリオフィレン系補強層入り非加硫ブチルゴムシートt=1.0
両面炭酸カルシウム紙張り変性ヌレートフォームt=30
硬質木片セメント板 t=25

ZAM 2.3t 通し

天井：
アルミパンチングメタル t＝3.0 
5φ×8P 60°千鳥+アルマイト仕上

天井：
アルミパンチングメタル t＝3.0 
5φ×8P 60°千鳥+アルマイト仕上

天井：
アルミパンチングメタル t＝3.0 
5φ×8P 60°千鳥+アルマイト仕上

天井：
アルミパンチングメタル t＝3.0 
5φ×8P 60°千鳥+アルマイト仕上

ZAM L-60×30×2.3t

天井下地：
Z-60×30×2.3t 通し

Z-60×30×2.3t
ZAM L-60×30×2.3t

梁SG3Z : 
St-BT 250×250×28×16
+耐火塗装1時間

梁SG3Z : 
St-BT 250×250×28×16
+耐火塗装1時間

梁SG3X : 
St-PL 40×270
+耐火塗装1時間

梁SG3Y : 
St-BT 250×250×32×22

+耐火塗装1時間

梁SG3Y : 
St-BT 250×250×32×22

+耐火塗装1時間

母屋 : 
ZAM C-100×50×20×2.3
@606　曲げ加工

屋根：
カラーステンレス (SUS443J1) t=0.4  粘接着工法 横一文字葺 185×600
非加硫特殊ブチルゴム　t=1.0　両面粘着
ポリオフィレン系補強層入り非加硫ブチルゴムシートt=1.0
両面炭酸カルシウム紙張り変性ヌレートフォームt=30
硬質木片セメント板 t=25

ZAM L-40×40×2.3t

屋根：
カラーステンレス (SUS443J1) t=0.4  粘接着工法 横一文字葺 185×600
非加硫特殊ブチルゴム　t=1.0　両面粘着
ポリオフィレン系補強層入り非加硫ブチルゴムシートt=1.0
両面炭酸カルシウム紙張り変性ヌレートフォームt=30
硬質木片セメント板 t=25

梁SG5Y : 
St-BT 250×250×40×22
+耐火塗装1時間

SUS M4 皿ビス @350

Z-60×30×2.3tZ-60×30×2.3t
ZAM L-60×30×2.3t

天井：
パンチングメタル 5φ×8P 60°千鳥
+アルマイト仕上

天井：
パンチングメタル 5φ×8P 60°千鳥
+アルマイト仕上

▽母屋芯

▽母屋芯

母屋 : 
ZAM C-100×50×20×2.3
@606　曲げ加工

:母屋 : 
ZAM C-100×50×20×2.3
@606　曲げ加工

:

ケイカル板t9.0+t6.0+EP塗装

RW吹付t=20

St-L 6.0t L=120St-L 6.0t L=120
St-PL 12.0t L=150St-PL 12.0t L=150

L-65×65×6t L=100L-65×65×6t L=100
［-100×50×5×7.5t［-100×50×5×7.5t

柱 : St-FB 80×300
+耐火塗装1時間

［-75×45×5×7［-75×45×5×7［-75×45×5×7

▽
躯
体
芯

▽
外
壁
ラ
イ
ン

天井下地：
［-75×45×5×7

天井下地：
［-75×45×5×7

▽母
屋芯

軒先唐草：
SUS-PL t=0.4

鼻隠しPL：
St-PL t=6.0
+重防食塗装

鼻隠しPL：
St-PL t=6.0
+重防食塗装

大梁SG51：
St-〇 355.6×32

　　　+耐火塗装1時間

大梁SG51：
St-〇 355.6×32

　　　+耐火塗装1時間

天井：
アルミパンチングメタル t＝3.0
5φ×8P 60°千鳥+アルマイト仕上

天井：
アルミパンチングメタル t＝3.0
5φ×8P 60°千鳥+アルマイト仕上

屋根：
カラーステンレス (SUS443J1) t=0.4  粘接着工法 横一文字葺 185×600

非加硫特殊ブチルゴム　t=1.0　両面粘着
ポリオフィレン系補強層入り非加硫ブチルゴムシートt=1.0

両面炭酸カルシウム紙張り変性ヌレートフォームt=30
硬質木片セメント板 t=25

梁SG3Y : 
St-BT 250×250×32×22
+耐火塗装1時間

母屋 : 
ZAM C-100×50×20×2.3
@606　曲げ加工

母屋 : 
ZAM C-100×50×20×2.3
@606　曲げ加工

軒先唐草：
SUS-PL t=0.4

笠木：
SUS-PL t=0.4

内樋：
耐酸被覆鋼板 t=0.4

SUS-PL t=0.4

St-□ 30×30×2.3

防鳥ネット防鳥ネット

Z-60×30×2.3tZ-60×30×2.3t
ZAM L-60×30×2.3tZAM L-60×30×2.3t

梁SG3X : 
St-PL 40×270
+耐火塗装1時間

▽母
屋芯

▽母
屋芯

梁SG3Y : 
St-BT 250×250×32×22
+耐火塗装1時間

天井：
アルミパンチングメタル t＝3.0
5φ×8P 60°千鳥+アルマイト仕上

屋根：
カラーステンレス (SUS443J1) t=0.4  粘接着工法 横一文字葺 185×600

非加硫特殊ブチルゴム　t=1.0　両面粘着
ポリオフィレン系補強層入り非加硫ブチルゴムシートt=1.0

両面炭酸カルシウム紙張り変性ヌレートフォームt=30
硬質木片セメント板 t=25

母屋 : 
ZAM C-100×50×20×2.3
@606　曲げ加工

母屋 : 
ZAM C-100×50×20×2.3
@606　曲げ加工

母屋
＋木
片板
 軒先
塗装
範囲
：9
00

母屋
＋木
片板
 軒先
塗装
範囲
：9
00

母屋
＋木
片板
 軒先
塗装
範囲
：9
00

母屋
＋木
片板
 軒先
塗装
範囲
：9
00

林　太一氏

大屋根施設全景。右から、大屋根広場、インフォメーション棟、デッキをはさんでカフェ棟

総足場を組み、鉄骨の現場溶接によるジョイントで構造体を組み上げていった

曲線状に切り出されたフラットバーと直状の
カットTにより自由曲面を構成している

大屋根広場着地部の柱脚

鉄骨詳細図　1/20
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天井下地：
ZAM L-50×30×2.3t L=80 ZAM L-40×40×2.3t

ZAM 2.3t 通し

Z-60×30×2.3tZ-60×30×2.3t
ZAM L-60×30×2.3tZAM L-60×30×2.3t

ZAM L-60×30×2.3tZAM L-60×30×2.3t

天井下地：
Z-60×30×2.3t 通し

天井下地：
Z-60×30×2.3t 通し

Z-60×30×2.3tZ-60×30×2.3t
ZAM L-60×30×2.3tZAM L-60×30×2.3t

梁SG5Y : 
St-BT 250×250×40×22
+耐火塗装1時間

梁SG5Y : 
St-BT 250×250×40×22
+耐火塗装1時間

梁SG5X : 
St-PL 60×270
+耐火塗装1時間

梁SG5Z : 
St-BT 250×125×40×16

+耐火塗装1時間

母屋 : 
ZAM C-100×50×20×2.3
@606　曲げ加工

屋根：
カラーステンレス (SUS443J1) t=0.4  粘接着工法 横一文字葺 185×600
非加硫特殊ブチルゴム　t=1.0　両面粘着
ポリオフィレン系補強層入り非加硫ブチルゴムシートt=1.0
両面炭酸カルシウム紙張り変性ヌレートフォームt=30
硬質木片セメント板 t=25

ZAM 2.3t 通し

天井：
アルミパンチングメタル t＝3.0 
5φ×8P 60°千鳥+アルマイト仕上

天井：
アルミパンチングメタル t＝3.0 
5φ×8P 60°千鳥+アルマイト仕上

天井：
アルミパンチングメタル t＝3.0 
5φ×8P 60°千鳥+アルマイト仕上

天井：
アルミパンチングメタル t＝3.0 
5φ×8P 60°千鳥+アルマイト仕上

ZAM L-60×30×2.3t

天井下地：
Z-60×30×2.3t 通し

Z-60×30×2.3t
ZAM L-60×30×2.3t

梁SG3Z : 
St-BT 250×250×28×16
+耐火塗装1時間

梁SG3Z : 
St-BT 250×250×28×16
+耐火塗装1時間

梁SG3X : 
St-PL 40×270
+耐火塗装1時間

梁SG3Y : 
St-BT 250×250×32×22

+耐火塗装1時間

梁SG3Y : 
St-BT 250×250×32×22

+耐火塗装1時間

母屋 : 
ZAM C-100×50×20×2.3
@606　曲げ加工

屋根：
カラーステンレス (SUS443J1) t=0.4  粘接着工法 横一文字葺 185×600
非加硫特殊ブチルゴム　t=1.0　両面粘着
ポリオフィレン系補強層入り非加硫ブチルゴムシートt=1.0
両面炭酸カルシウム紙張り変性ヌレートフォームt=30
硬質木片セメント板 t=25

ZAM L-40×40×2.3t

屋根：
カラーステンレス (SUS443J1) t=0.4  粘接着工法 横一文字葺 185×600
非加硫特殊ブチルゴム　t=1.0　両面粘着
ポリオフィレン系補強層入り非加硫ブチルゴムシートt=1.0
両面炭酸カルシウム紙張り変性ヌレートフォームt=30
硬質木片セメント板 t=25

梁SG5Y : 
St-BT 250×250×40×22
+耐火塗装1時間

SUS M4 皿ビス @350

Z-60×30×2.3tZ-60×30×2.3t
ZAM L-60×30×2.3t

天井：
パンチングメタル 5φ×8P 60°千鳥
+アルマイト仕上

天井：
パンチングメタル 5φ×8P 60°千鳥
+アルマイト仕上

▽母屋芯

▽母屋芯

母屋 : 
ZAM C-100×50×20×2.3
@606　曲げ加工

:母屋 : 
ZAM C-100×50×20×2.3
@606　曲げ加工

:

ケイカル板t9.0+t6.0+EP塗装

RW吹付t=20

St-L 6.0t L=120St-L 6.0t L=120
St-PL 12.0t L=150St-PL 12.0t L=150

L-65×65×6t L=100L-65×65×6t L=100
［-100×50×5×7.5t［-100×50×5×7.5t

柱 : St-FB 80×300
+耐火塗装1時間

［-75×45×5×7［-75×45×5×7［-75×45×5×7

▽
躯
体
芯

▽
外
壁
ラ
イ
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天井下地：
［-75×45×5×7

天井下地：
［-75×45×5×7

▽母
屋芯

軒先唐草：
SUS-PL t=0.4

鼻隠しPL：
St-PL t=6.0
+重防食塗装

鼻隠しPL：
St-PL t=6.0
+重防食塗装

大梁SG51：
St-〇 355.6×32

　　　+耐火塗装1時間

大梁SG51：
St-〇 355.6×32

　　　+耐火塗装1時間

天井：
アルミパンチングメタル t＝3.0
5φ×8P 60°千鳥+アルマイト仕上

天井：
アルミパンチングメタル t＝3.0
5φ×8P 60°千鳥+アルマイト仕上

屋根：
カラーステンレス (SUS443J1) t=0.4  粘接着工法 横一文字葺 185×600

非加硫特殊ブチルゴム　t=1.0　両面粘着
ポリオフィレン系補強層入り非加硫ブチルゴムシートt=1.0

両面炭酸カルシウム紙張り変性ヌレートフォームt=30
硬質木片セメント板 t=25

梁SG3Y : 
St-BT 250×250×32×22
+耐火塗装1時間

母屋 : 
ZAM C-100×50×20×2.3
@606　曲げ加工

母屋 : 
ZAM C-100×50×20×2.3
@606　曲げ加工

軒先唐草：
SUS-PL t=0.4

笠木：
SUS-PL t=0.4

内樋：
耐酸被覆鋼板 t=0.4

SUS-PL t=0.4

St-□ 30×30×2.3

防鳥ネット防鳥ネット

Z-60×30×2.3tZ-60×30×2.3t
ZAM L-60×30×2.3tZAM L-60×30×2.3t

梁SG3X : 
St-PL 40×270
+耐火塗装1時間

▽母
屋芯

▽母
屋芯

梁SG3Y : 
St-BT 250×250×32×22
+耐火塗装1時間

天井：
アルミパンチングメタル t＝3.0
5φ×8P 60°千鳥+アルマイト仕上

屋根：
カラーステンレス (SUS443J1) t=0.4  粘接着工法 横一文字葺 185×600

非加硫特殊ブチルゴム　t=1.0　両面粘着
ポリオフィレン系補強層入り非加硫ブチルゴムシートt=1.0

両面炭酸カルシウム紙張り変性ヌレートフォームt=30
硬質木片セメント板 t=25

母屋 : 
ZAM C-100×50×20×2.3
@606　曲げ加工

母屋 : 
ZAM C-100×50×20×2.3
@606　曲げ加工

母屋
＋木
片板
 軒先
塗装
範囲
：9
00

母屋
＋木
片板
 軒先
塗装
範囲
：9
00

母屋
＋木
片板
 軒先
塗装
範囲
：9
00

母屋
＋木
片板
 軒先
塗装
範囲
：9
00
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それはおそらく時代によってもチーム
によっても変わるんですよね。
　構造家の川口衞さんは、ミュンヘン
スタジアムと代々木体育館を比べてい
ます。ミュンヘンは最も合理的な形
で、代々木は実は最も合理的な形では
ないのですが、川口先生は、代々木は
丹下健三さんがつくりたかった形をセ
ミリジッド吊り屋根構造でつくってい
るので、代々木の方が美しい、一番合
理的ではないけれど、許容値の中でそ
の美を見つけるのが日本なんだとおっ
しゃっています。
　“近傍”という言葉は絶妙ですよね。

	 歩道と屋根がかなり近接している
部分がありますね。

妹島●インフォメーション棟とカフェ
棟の間の屋根の上を「ひらめきの道」
と名付けられたデッキが通っています。
この大屋根と交差していて、屋根に触
れることができそうな距離にあるので
驚かれる方も多いです。
西沢●屋根に歩道の柱が貫通している

箇所がありますが、ここは構造体自体
はぶつかっていません。地震時の変位
量の最大の時でも当たらないようにし
ています。

	 歩道と大屋根施設はどちらが先に
つくられたのですか。

林●クライアントも同じで施工者も同
じなので、ほぼ同時に工事が進みまし
た。歩道はランドスケープデザインの
GGNと日建設計が一緒に設計されて
いて、僕たちが建物の形を少し変える
とランドスケープ側も歩道の線を少し
変更されたり、最後までずっとやり取
りしながらつくりました。

柱と6方向から集まる	
部材の接合	
	 屋根の形状が複雑なので、仕上げ

材などの選定も難しかったので
しょうか。

林●屋根材は金属屋根を粘接着工法で
施工しています。現地で粘接着で置い

ていく方法で、自由曲面など複雑な形
状にも追従しやすいものを採用しまし
た。特に着地するところは追従させる
のが難しかったので、施工時は立ち
会って一緒に仕上がりを見ながら微調
整もお願いしながらつくりました。
福原●現場レベルでは母屋がいちばん
大変でした。母屋材はC形鋼を曲げ加
工しています。長手方向のフラット
バーと短手方向のカットTがあり、そ
の上に溝形鋼を背合わせにした座屈補
剛材が付いているのですが、それと同
じレベルに母屋材が載るので、等ピッ
チで付けることができませんでした。
林●とくに軒先はその母屋材が見えて
しまうような仕上げだったので、軒先
から逆算してピッチを決めています。

	 インフォメーション棟とカフェ棟
には真ん中に無垢の鋼材が使われ
ているようです。

後藤●それは柱の座屈補剛材です。イ
ンフォメーション棟とカフェ棟は外
壁に沿って柱を配置し、屋根は地面
に降りてきていません。柱には、80×

時間が掛かるので諦めました。次に
SRCを検討しましたが、それも工期的
に間に合わないことが分かり、ポスト
テンション方式に切り替えました。
　力がきちんとスラスト処理ができる
よう、ポストテンションの軸に合うよ
うな向きにベースプレートの角度を決
めています。
金田●頑張るところをどこに持ってく
るかが大事ですね。こう大きい仕組み
を解くということと、最後のディテー
ルを解くということ、その両方をやら
ないと、大体は良いけれど、ここは残
念という部分が出てきてしまいます。
脚部は目に入りやすい場所にあります
し、一番頑張ったところと言えるで
しょう。施工者さん含めて、意匠がや
りたい形に近いものができたと思って
います。
後藤●ここもとても複雑な形をしてい
るので、設計者側の意図をきちんと伝
達するために、構造図の中にプラモデ
ルのパーツ図のようなものを描きまし
た。こういう形のものをペタペタ溶

接していくとこの形になるというこ
とを示した部品図のようなものです。
SANAA側が紙でこの部分の模型をつ
くってくれたりもしました。
金田●他のプロジェクトでもそうです
が、紙でつくるとファブの人たちが
「あ、やられた」「俺たちだってできる
ぞ」という感じになるんです（笑）。し
かもSANAAはそれを1/1でつくりま
すからね。面白いですよね。

	 屋根自体の重量は、従来の大屋根
と言われるものと比べていかがで
しょう。

後藤●少し重いと思います。やはりフ
ラットバーの重さが結構あると思いま
す。
金田●H鋼を使ったり、効果がある
ところにだけ鉄を使う方が軽くはなり
ます。
妹島●そのほうが大きな部材と細かい
部材で差がつくのでしょうね。
後藤●計画当初、屋根をトラス架構で
つくる案も挙がったことがありました。
ただ、トラスは接合部の数が上下で倍
になるので、そこでコストが上がって
しまいます。せっかく軽くして鉄骨量
を減らしても、溶接の手間や、ピース
もすごく増えてしまうので、それだっ
たらシングルにしようということにな
りました。
金田●シングルレイヤーかダブルレイ
ヤーかという点は、ダブルにした方が
鉄骨量は減るけれどもコストは上がる
という傾向が今のところあります。一
方で、日本ではあまり例がありません
が、サステナビリティという点では、
コストとはまた別のファクターで、鉄
骨量が少ない方がカーボンが少ないと
いうことになります。
妹島●それはおそらくその時代の価値
観と、つくるものやチームによっても
異なりますよね。
金田●『スチールデザイン』（No.46）
で佐々木睦朗さんも発言されていま
すが、構造家の坪井善勝先生が「構造
の美は合理性の近傍にある」という言
葉を残されています。いつもその “近
傍” ってどこなんだろうと思うのです。

屋根が着地する	 	
脚部のディテール	
	 大屋根施設の屋根は、南側は地面

に固定され、反対側は 2点で支持
されています。軽く留められてい
るだけのように見えますが、ここ
にもかなり工夫がなされているの
ではないでしょうか。

妹島●大屋根をどのくらい着地させて、
どのくらい浮かせるかは、構造の合理
性はもちろん、意匠的にも検討しまし
たが、竣工写真を見ると、大屋根の閉
じ具合と開き具合はいい案配にできた
と思います。
金田●はい、素晴らしいと思います。
ただやはり地面への着地点は構造側で
も相当こだわって検討しました。
後藤●普通のアーチの建物だったら、
ここに大きな基礎が出てきてしまうの
ですが、それを全部隠すようなディ
テールにし、基礎梁でアーチのスラス
トを処理しています。
　もともと足元には鋳鋼を使いたかっ
たのですが、鋳鋼だと形が決まるまで

「ひらめきの道」と名付けられた南北の公園をつなぐ歩行者用デッキが屋根と交差する。デッキの柱は屋根を貫通している

施工中の大屋根。たくさん
の細かな材で構成されている

大屋根広場の屋根の着地
点。ベースプレートが角度
を付けて置かれている
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300mmや100×300mmのフラット
バーを使い屋根を支えています。ただ、
それだけでは見付幅が小さくて座屈し
てしまうので座屈補剛材を入れていま
す。一部に鉛直ブレースを入れている
ので、そこはブレースと干渉しないよ
うに偏心させて座屈補剛材を入れてい
ます。ブレースは耐震要素として必要
な場所に入れています。

	 屋根と柱はどのように接合してい
るのですか。ここのジョイントが
想像がつきません。

後藤●ここはとても大変でした。柱の
上に屋根のグリッド交点の面外方向に
対して80φから100φの丸鋼を溶接
して、そこに6方向から部材が集まる
ようにしています。意匠からの要望に
配慮し、ポスト柱の上にポンと載って
いるようにしました。
金田●その丸鋼がそのまま上に延長し
ているのではありません。
西沢●寺社仏閣の和様の組物も、柱の
上に斗栱があって、その上に梁が載っ
て、これとそっくりですね。
林●こういうブレースが来る部分の柱
頭だけは、この柱は本当は柱が梁に対
して勝っているのですが、内側から見
えるところだけ、角を切り欠いて載っ
ているように見せています。外に回る
と柱が勝っていることが分かります。
西沢●シェルはやはり構造が見えるこ

とが前提になります。柱も梁もすべて
見えるので、設計も難しくなって大変
です。

鉄骨造の可能性	
	 最後に、設計を通して感じておら

れる鉄骨造の魅力や、鉄骨材料に
ついてメーカーにご要望などあり
ましたらお聞かせください。

西沢●月並みですが、やはり軽量で力
強くて、それで組み立てがそのままダ
イレクトに空間に現れるのが鉄骨造の
魅力のひとつだと思います。シェルの
場合は柱梁ではありませんが、それで
もやはり力の流れに即した組み立て方
と形が見えます。
金田●日本にいると鉄骨造は当たり前
に思いますが、他国ではコンクリート
造が主流で、鉄骨造でつくることがで
きる国は実はそんなにたくさんありま
せん。日本は高炉メーカーがあって、
日本独自の型材が流通していて、そう
いう環境があってこその鉄骨造の進化
だと思います。
西沢●やはり木造の歴史が長かったこ
とで、自然と近代的な軸組みに移行す
る感受性があったのでしょうか。鉄骨
と木造は地続きだと思ったりします。
　それから、鉄骨はコンピューター
技術とうまく連携していて、そこに

ギャップがないですよね。
後藤●たしかに相性がいいですね。解
析で想定しているものの挙動を示せる
のは安定した材料だからこそですし、
信頼度の高い材料だと思います。
金田●今後、鉄骨造の接合部を3Dプ
リントで出す時代が来るかもしれま
せん。
西沢●そうすると価値が変わり、全く
違う合理性が生まれる面白さがありま
すよ。
金田●また合理のフィールドが動く感
じがします。そして、それに合った設
計を模索しなくてはならなくなるで
しょう。

	 妹島さんは鉄骨造や鉄骨材料につ
いていかがでしょうか。

妹島●この大屋根施設は結構うまくで
きたと思っています。この建物は構造
でもあるし、きれいなカバーにも見え
る。もしこれがコンクリート造だった
らそれはそれでダイナミックなもの
になったでしょうが、浮かんでいっ
てしまいそうな今の姿にはならないで
しょう。人のスケールや広場のスケー
ルともうまく合ったものになった気が
します。
金田●そう言ってもらえるとすごく嬉
しいです。その空間の中に構造もうま
く入っていてほしいので、「すごい構造

だね」って言われると、ちょっと失敗
したかなって思ってしまいます。構造
が建築や家具などシームレスに一体化
して、いい建築空間になっているのが
理想です。
　私からはメーカーに望むこととして、
耐火被覆なしで普通に使える鋼材が欲
しいです。耐火鋼は存在しますが、も
うあまり研究されていないのか、ちゃ
んと使えるものがありません。
　サステナビリティを強く言うつもり
はありませんが、鉄骨部材をリユース
しようとした時に、鋼材自体は問題な
いけれど、耐火被覆はどうするのかと
いう課題が絶対に出ますよね。その時
に、耐火被覆せずに鋼材が使えれば、
リユースにおいても鉄骨造はすごく有
利になるのではないかと思います。
妹島●ちょっとしたアイデアで世界で
高く評価される新しいスチール材料が
生まれるかもしれません。期待してい
ます。

	 貴重なお話をいただき、ありがと
うございました。

（2026年1月7日  SANAA事務所）

うめきた公園 大屋根施設
所在地	 大阪府大阪市北区大深町6-38
建築主	 三菱地所、大阪ガス都市開発、

オリックス不動産、関電不動産
開発、積水ハウス、竹中工務店、
阪急電鉄、三菱地所レジデンス、
うめきた開発特定目的会社

主要用途	 集会場、展示場、飲食店
面積	 敷地面積	：	24,990.90㎡
	 建築面積	：	 2,900.36㎡
	 延床面積	：	 2,777.74㎡
	 1階	 ：	 2,535.15㎡
	 2階	 ：	 242.59㎡
構造	 主体構造　鉄骨造
	 杭・基礎　既成コンクリート杭
階数	 地上2階
最高高	 13,500mm
軒高	 13,315mm
建築設計　	妹島和世＋西沢立衛／SANAA
構造設計	 Arup
施工	 うめきた2期共同企業体（大林

組・竹中工務店）
設計期間	 2020年11月〜2022年10月
施工期間	 2022年11月〜2024年7月

写真提供:	 SANAA　p.6下、p.10 、p.12
	 鈴木研一写真事務所　p.1（表紙）、

p.2-3（中扉）、p.5、p.7、p.11、p.13、p.15

設計者プロフィール

妹島和世 （せじま  かずよ）
1956年茨城県生まれ／ 1981年日本女子大学大学院
修了／ 1981年伊東豊雄建築設計事務所入所／ 1987
年妹島和世建築設計事務所設立／ 1995年西沢立衛と
SANAA設立／現在 横浜国立大学名誉教授、東京都庭
園美術館館長、日本女子大学建築デザイン学部特別招
聘教授

西沢立衛 （にしざわ  りゅうえ）
1966年東京都生まれ／ 1990年横浜国立大学大学院修
士課程修了後、妹島和世建築設計事務所入所／ 1995
年妹島和世と共にSANAA設立／ 1997年西沢立衛建築
設計事務所設立／現在 横浜国立大学大学院建築都市
スクールY-GSA教授

福原光太 （ふくはら　こうた）
1986年神奈川県生まれ／ 2012年横浜国立大学大学
院修了／ 2012年SANAA入所／ 2013年-現在 妹島和
世建築設計事務所

林　太一 （はやし　たいち）
1997年広島県生まれ／ 2022年横浜国立大学大学院建
築都市スクールY-GSA修了／ 2022年-現在 SANAA

金田充弘 （かなだ　みつひろ）
1970年東京都生まれ／ 1996年カリフォルニア大学
バークレー校大学院修士課程修了後、Arup東京事務
所入社／ 1997-99年、2005-10年 ロンドン事務所勤務
／現在 Arup Fellow、東京藝術大学 教授

後藤一真 （ごとう　かずま）
1983年埼玉県生まれ／ 2008年慶應義塾大学大学院修
士課程修了後、Arup東京事務所入社／ 2014-17年ロ
ンドン事務所勤務／ 2017年-現在  Arup東京事務所 

建物中央部のイベントスペース・インフォメーション

本誌のさらなる充実を図るため、皆様より忌憚の
ないご意見を賜りたく、アンケートへのご協力を
よろしくお願い申し上げます。
送付先変更・停止・新規申込もこちらへお願いい
たします。
https://forms.office.com/r/UyD9CgSCJU
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屋根：
カラーステンレス（SUS443J1） t=0.4  粘接着工法 横一文字葺 185×600
非加硫特殊ブチルゴム　t=1.0　両面粘着
ポリオフィレン系補強層入り非加硫ブチルゴムシートt=1.0
両面炭酸カルシウム紙張り変性ヌレートフォームt=30
硬質木片セメント板 t=25

梁SG5Y : 
St-BT 250×250×40×22
+耐火塗装1時間

Z-60×30×2.3tZ-60×30×2.3t
ZAM L-60×30×2.3t

天井：
アルミパンチングメタル t=3.0 
5φ×8P 60°千鳥+アルマイト仕上

天井：
アルミパンチングメタル t=3.0 
5φ×8P 60°千鳥+アルマイト仕上

▽母屋芯

母屋 : 
ZAM C-100×50×20×2.3
@606　曲げ加工

母屋 : 
ZAM C-100×50×20×2.3
@606　曲げ加工

St-L 6.0t L=120St-L 6.0t L=120
St-PL 12.0t L=150St-PL 12.0t L=150

L-65×65×6t L=100L-65×65×6t L=100
[-100×50×5×7.5t[-100×50×5×7.5t

柱 : St-FB 80×300
+耐火塗装1時間

［-75×45×5×7［-75×45×5×7［-75×45×5×7

▽
躯
体
芯

▽
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